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研究要旨                         
がんの治療において、一般的には1～2カ月の平日連日に亘る
放射線治療の期間を短縮できれば、患者にとって利便性が向上
し精神的・経済的負担が軽減する。一方で医療者側の負担も軽
減し人的・機械的医療資源の生産性が向上する。しかし放射線
治療の期間を短縮することは治療成績の低下および有害事象の
増加を招く恐れも否定できない。治療成績を維持し有害事象の
増加を伴わずに放射線治療の期間を短縮できる方法を探索し検
証する。 

照射法の1つである54 Gy/9回/5日の高線量率組
織内照射のスケジュールをさらに45.5 Gy/7回/
4日まで短縮可能であることを示した。当施設
における18年に亘る臨床結果および海外の動向
を概観し総説論文Ｇ－１－(5)にまとめ、当施
設にて育んだ方法を別の総説論文Ｇ－１－(19)
に公表した。 
論文発表Ｇ－１－(9,10)ではリニアックを用
いた画像誘導放射線治療における臓器変形への
対応やフラットニングフィルターフリー照射に
関する研究を行った。来るべき画像誘導短期照
射への基礎データとして用いる。 
 
Ｄ．考察               
注意深い研究計画により、現在のところ放射
線治療期間の短縮による不利益は特に観察され
ていないが、今後のデータの成熟を見て判断す
べきである。研究の遂行に関しても特に障害は
見られておらず、順調に経過していると考えら
れる。 
 
Ｅ．結論               
現段階で判断できる限りにおいて、放射線治療
期間の短縮による治療法の有効性と安全性に関
する研究は順調に遂行されており、今後のデー
タの成熟・解析を待つ必要がある。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
1. Isohashi F, Ogawa K, Oikawa H, Onishi H,
 Uchida N, Maebayashi T, Kanesaka N, Tama
 moto T, Asakura H, Kosugi T, Uno T, Ito 
 Y, Karasawa K, Takayama M, Manabe Y, Yam
 azaki H, Takemoto M, Yoshioka Y, Nemoto 
 K, Nishimura Y. Patterns of radiotherapy
 practice for biliary tract cancer in  Ja
 pan: results of the Japanese radiation 

Ａ．研究目的             
治療成績を維持し有害事象の増加を伴わずに放射
線治療の期間を短縮できる方法を探索し検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
多施設共同前向き研究として当施設はJCOG施設
となっており、JCOG第I/II相および第III相試験に
症例登録を行った。 
単施設研究として当施設では高線量率小線源治
療を積極的に行っており、治療成績や有害事象の
因子を解析している。小線源治療はそれ自体も短
期間で放射線治療を行うための有用なツールであ
るが、それと同時に線量分割モデルのデータを外
照射へ還元できる。 
リニアックを用いた画像誘導短期照射の基礎と
して、画像誘導放射線治療の治療計画や臓器変形
への対応に関する研究を行っている。 
（倫理面への配慮） 
多施設共同前向き研究としてJCOGのIRBにもとづ
いたプロトコールを遵守している。プロトコール
は当施設のIRBの審査も経ている。 
当施設のみで行っている研究および大阪の多
施設共同研究は通常の保険診療の中での医師主
導自主臨床研究であるが、疫学研究に関する倫
理指針は遵守し、当施設および各参加施設のIRB
にて承認を受けて研究を施行している。ヒトゲ
ノム・遺伝子解析、遺伝子治療、ヒト幹細胞に
関わる研究および動物実験等は全く施行してい
ない。 
 
Ｃ．研究結果             
JCOG 0701、JCOG 0906ともに当施設からも症例
登録を行い、予定症例数に達したため症例登録が
終了され、結果待ちとなっている。 
単施設研究としては種々の癌腫に対する高線
量率小線源治療の臨床結果解析を行った。論文
発表Ｇ－１－(16)では前立腺癌に対する超短期 
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